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本発表の目的

⚫ルーブリックとポートフォリオは、「互いに組み合わ
せて使う」のがポイントであることを知る。

◆理由：互いの弱点をカバーできるため
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ルーブリックとは

⚫評価水準を示す「尺度」と、各段階の尺度を満たし
た場合の「特徴の記述」で構成される、学習を評価
する際の基準の様式。

⚫どのような内容が習得されていればその尺度に達してい
るかの判断ができるよう、各尺度の説明は記述形式で表
される。そのため、定量的に表しにくい、パフォーマンス
の評価等、定性的なものの評価の際に活用される。
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出典：大学改革支援・学位授与機構（2022）「ルーブリック」
https://niadqe.jp/glossary/5392/（アクセス：2022年7月2日）



ルーブリックの基本

尺度４ 尺度３ 尺度２ 尺度１

観点１ 特徴の記述４ 特徴の記述３ 特徴の記述２ 特徴の記述１

観点２
～が十分にでき
る

～がある程度で
きる

～が少ししかで
きない

～がほとんどで
きない

観点３
①②③④ができ
る

①②③はできる
が、④ができな
い

①②はできるが、
③④ができない

①はできるが、
②③④ができな
い

観点４

☐～が十分にで
きる

☐～がある程度
できる

☐～が少ししか
できない

☐～がほとんど
できない

☐①②③④がで
きる

☐①②③はでき
るが、④ができ
ない

☐①②はできる
が、③④ができ
ない

☐①はできるが、
②③④ができな
い
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尺度：優、良、可、不可など
観点：科目の到達目標など

主語は学生：
学生は～ができる。



丸囲み式ルーブリック

尺度４ 尺度３ 尺度２ 尺度１

観点2
～が十分にでき
る

～がある程度で
きる

～が少ししかで
きない

～がほとんどで
きない

観点3
①②③④ができ
る

①②③はできる
が、④ができな
い

①②はできるが、
③④ができない

①はできるが、
②③④ができな
い
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丸囲み式の利点：瞬時に評価できる。
丸囲み式の欠点：評価が粗くなる。

実技の評価に向く



チェック式ルーブリック

尺度４ 尺度３ 尺度２ 尺度１

観点４

☐～が十分にで
きる

☑～がある程度
できる

☐～が少ししか
できない

☐～がほとんど
できない

☐①②③④がで
きる

☐①②③はでき
るが、④ができ
ない

☑①②はできる
が、③④ができ
ない

☐①はできるが、
②③④ができな
い
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チェック式の利点：細かく評価できる
チェック式の欠点：評価に時間がかかる。

振り返りの評価に向く



フィードバックへの活用

⚫ 丸囲みを工夫（二重にするなど）して、学生にメッセージを
送る（フィードバックする）。
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出典：スティーブンス・Ｄ、レビ・Ａ（20１４）『大学教員のためのルーブリック評価入門』
玉川大学出版部、68頁。



ルーブリックの例
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出典：札幌医科大学保健医療学部（2021）「看護統合実習ルーブリック評価表」



ポートフォリオの定義（医学教育情報館）

⚫学習者の成果や省察の記録、指導者の指導と評価
の記録などをファイルなどに蓄積・整理するもの
⚫ ポートフォリオは基本的に学習のためのツールであり、評価が学習
者と指導者、あるいは同僚間のやり取りを通じて継続的になされて
いく。学習者は、自らの臨床経験を学びに変えていく際に、具体的
事例に関して、より一般化された理論や教訓と行き来しながら理解
を深めていく。その理解の深化プロセスにおいて、自らと、あるいは
同僚や指導者との対話を言語化したものがポートフォリオである。
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出典：医学教育情報館（2022）「ポートフォリオ」http://www.meal-
jsme.jp/glossary/index.php/ポートフォリオ，（アクセス：2022年6月28日）

形成的評価の
ツール



ポートフォリオの基本

評価の時期1 評価の時期2 評価の時期3

結果 理由 結果 理由 結果 理由

評価の観点1 3
3をつけ
た理由は
～です。

4
4に上げ
た理由は
～です。

3
3に下げ
た理由は
～です。
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ポートフォリオの利点：自己評価の理由を記載できる。
ポートフォリオの欠点：記述に時間がかかる。



ポートフォリオの例
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出典： Suskie, Linda (2009) Assessing Student Learning: A 
Common Sense Guide, second edition, San Francisco: Jossey-Bass.

評価
項目

評価の観点 評価対象

実習前の
自己評価

実習中の
自己評価

実習後の
自己評価

結
果

理
由

結
果

理
由

結
果

理
由

複数
患者
担当
実習

自己目標と学習内容
の設定

実習記録（様式３）をもとにした学生の発言

実習時の参加姿勢 患者への態度と報告の状況

２日目の行動プラン
の立案

実習指導者への相談状況と実習記録
（様式５）

実習記録の内容 実習記録（様式４）

下記の質問から，二つ選び，回答してください。
どの項目が自分の最も良い成果ですか？それはなぜですか？
どの項目が自分の最も重要な成果ですか？それはなぜですか？
どの項目が自分の最も満足な成果ですか？それはなぜですか？
どの項目が自分の最も不満足な成果ですか？それはなぜですか？
どの項目への取組が自分を最も成長させましたか？それはなぜで
すか？



知りたい情報（1/2）

ルーブリックとポートフォリオを通して、教員が知りた
い情報

◆学生の自己評価の結果

◆学生の自己評価の理由
➢特に、なぜ、この学生はそのような評価が妥当だと考えたのか、
その考えの根拠を知りたい。

◆学生が成長した（しなかった）時期やその理由
➢特に、いつ、何がきっかけで（障害となって）、成長できた（でき
なかった）と考えたのかを知りたい。
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知りたい情報（2/2）

ルーブリックやポートフォリオによるフィードバックを
通して、学生が知りたい情報

◆教員の評価の結果

◆教員の評価の理由
➢特に、なぜ、この教員はそのような評価が妥当だと考えたのか、
その考えの根拠を知りたい。

◆成長するためのコメント
➢特に、教員は、いつ、何がきっかけで（障害となって）、学生が成
長できる（できない）と考えているのかを知りたい。
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まとめ

⚫ポートフォリオに自己（他己）評価を記述するには、
ルーブリックが欠かせない。

⚫よって、ルーブリックとポートフォリオは、組み合わせて
使う必要がある。

⚫ただし、効果的に組み合わさないともったいない。

⚫教員、学生、双方が知りたい情報を得られるように組み
合わせるのがポイント！！！
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ご清聴、ありがとうございました。
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